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金属イオン
（Fe, Cu, Mn, etc）

わたしたちは「金属酵素」を研究しています。 「金属酵素」とは、生体
内で生命活動を維持するのに必要な様々な化学反応を行っています。い
わば生命を支える分子マシンです。金属酵素を研究することで、生き物
のしくみを分子レベルで明らかにしたいと考えています。

金属酵素はアミノ酸が
ある配列で結合したタ
ンパクと、金属イオン
からつくられています。 タンパク
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金属酵素の働きは、金属イオン
が同じでも、それを取り囲むタ
ンパクが異なれば千差万別。し
かも人工的にはできない化学反
応もスイスイやってのける優れ
モノです。
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わたしたちは、金属酵素の活性
部位によく似た分子を人工的に
合成して、金属酵素の秘密を探
ろうとしています。さらにその
秘密をヒントに金属酵素を上回
る機能を持つ「人工酵素」を創
り出したいと考えています。

活性部位の構造



金属酵素の活性部位をお手本にして、人工機能分子を
化学合成します。

体験入学学メニュー　そのの１
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体験入学メニュー　その２
化学学合成した人工分子が、どののような特徴、機能を
持っているか測定します。

質量分析
（分子のの質量を測定します）

紫外可視吸収
（分子のの色を測定します）


